
 

 

 

 

 

 

 

 

 

経済状況が深刻ななか、多くの政党は再び経済成長を極度に重視する政策路線を採ろうとして

います。一方、環境政策は、環境保全を前提とした経済政策が必要とされているにもかかわらず、

経済の阻害要因との主張もなされたりもしています。そこで、参議院選挙を前に、広範な環境

NGOが連合して各党の環境政策を聞き、その重視と充実を促します。 

 

【日 時】 ２０１０年６月１８日（金） １８：３０～２０：５０ （１８時１５分開場） 

 

【場 所】 東京ウィメンズプラザ ホール （東京都渋谷区神宮前 5-53-67／表参道駅 徒歩 7分） 

 

 

【内 容】 特別報告 福島瑞穂 （前 国務大臣） 

  論点提示 環境ＮＧＯ 

環境と経済 飯田哲也 （環境エネルギー政策研究所長） 

生物多様性 草刈秀紀 （ＷＷＦジャパン事務局長付） 

気候変動 平田仁子 （気候ネットワーク東京事務所長） 

化学物質 中下裕子 （ダイオキシン・環境ホルモン対策国民会議事務局長） 

公共事業 まさのあつこ （ジャーナリスト） （水源開発問題全国連絡会推薦） 

  各党報告 民主党、自由民主党、公明党、日本共産党、社会民主党、 

みんなの党、新党改革、たちあがれ日本  （以上予定） 

  パネルディスカッション 

 

【参 加】 一般 ５００円 （事前申込不要） ／ 報道自由 （ネット中継、撮影、録音可） 

 

【主 催】 各党の環境政策を聞く会 実行委員会 

環境エネルギー政策研究所、ＷＷＦジャパン、MAKE the RULEキャンペーン実行委員会、 

気候ネットワーク、ダイオキシン・環境ホルモン対策国民会議、水源開発問題全国連絡会 

 

【連絡先】 環境エネルギー政策研究所 （事務局） 

  TEL: 03-5318-3331 FAX: 03-3319-0330 E-Mail: info01@isep.or.jp 

新・新政権、そして参院選後・・・、環境政策はどうなるのか？ 

環境ＮＧＯが各党を直撃！ 

各党の環境政策を聞く会 


